ドイツ語圏諸大学の「地理学紀要」シリーズについて -明治大学図書館納入文献の解題とリスト- by 石井,素介
4階は、主に書架と閲覧スペースで構成されている。特徴として、Maker 
Hubという Dプリンター並びに作業スペースを完備した部屋が併設され
ていた。ここでは、様々なワークショップやプロジェクトが開催されてい
る。米国の図書館では、MADE in LIBRARYというキャッチコピーとともに、
Ｄプリンターを完備することが一種のトレンドになっているそうだ。
最上階には、事務エリア並びに Booth Family Center for Special Collec-
tionsというジョージタウン大学のコレクションアーカイブがある。校友や
外部の研究者の訪問が多いフロアとなっている。
さいごに
ジョージタウン大学で特に印象に残った、司書の言葉を紹介する。1階
Geraldin Media Centerで最新のメディア機器を備えることに対して、「何故、
図書館で揃えているのか」伺ったところ、「学生の初めての体験を図書館で
させることに意義がある。」そんな言葉が返ってきた。
私的な見解になるが、メディアセンターで高価な最新機器が使えること
は、ある意味、図書館に来ない学生が足を運ぶきっかけに成り得る。最初
のきっかけは何であれ、より多くの学生に足を運んでもらうことが、図書
館の資源を使ってもらうことに繋がるのではないかと考えさせられた。今
回の研修で得たヒントをもとに、特に、図書館に来ない学生を引きこむきっ
かけづくりに励んでいきたい。
  ジョージタウン大学図書館ホームページ参照 http://www.library.georgetown.edu/
makerhub（1-11-1）
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解題
一般に大学で研究に従事する教員スタッフや院生・学生等の努力の結果
である研究成果は、学会誌や一般の単行本・雑誌等に掲載されるのが普通
だが、現実には国により、また学問分野によってその公刊・発表の在り方
は様々である。実際、自分の属する分野での常識が他の分野や外国でも同
様とは限らず、驚くほど違う場合も珍しくない。日本では学会財政上の理
由などから、一般に主要な学会雑誌に掲載される論文一篇の頁数が厳しく
制限され、折角の立派な博士論文や修論等もそのままでは掲載不能で、殊
に地理学の場合とりわけ重要な意味を持つ色刷り表現の地図の添付などは、
費用と技術の両面で最初から拒否される場合が少なくない。その点ここに
紹介するドイツの場合には、多少贅沢と言えるくらい恵まれた条件が与え
られていると言えるだろう。
ここに収録する出版物のリストは、1年から 余年の間に、筆者が
現地で受領ないし購入により収集したものである。ドイツの諸大学の出版
物と言っても、すべての大学を網羅して調べているわけではなく、直接訪
* いしい・もとすけ／明治大学　名誉教授／元図書館長
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2問するか偶然何らかの接触の機会に入手し得たものに限られるし、またシ
リーズとしても不揃いのままの状態であることを、まずお断りしておかね
ばならない。その上ドイツでは、1年代以降、東ドイツの合併吸収や
その他の社会的事情の大変化が継続していると思われるので、ここに述べ
る事情も、第二次大戦後約半世紀の時期における歴史的一断面の状況を描
いたものと受け取って頂くようお願いしたい。
もともとドイツの大学の大部分は国立とも私立とも異なり、行政的には
連邦制国家行政のもとでの、いわば州立大学に相当するものと考えられ、
州によって多少事情が異なる点があるようだが、多くの大学がそれぞれ独
自の出版・編集の予算と機能を持ち、大学の専門研究室（Institut）ごとに
一種ないし複数の紀要類シリーズを発行している。筆者は寡聞にして専門
分野としての地理学界の場合しか知らないのだが、一つの具体例として歴
史の古いボン大学の地理学研究室の場合を挙げてみよう。
第二次大戦後カール・トロール（Carl Troll）教授によって再建された
地理学研究室発行の Bonner Geographische Abhandlungen（「ボン大学地
理学研究紀要」1年戦後の第 1号刊行）が本来の ｢紀要｣ に当たる
ものと思われるのだが、その他に、地元の特定地域における人間活動の
具体的な実態叙述とそれらの地図的表現に重点を置いたいわゆる「地誌
研究（Landeskunde）」の成果を収録するシリーズが戦前段階から継続発
行されている。これには「ラインラント地方の地誌学研究（Beitraege zur 
Landeskunde der Rheinlande）」（当時の主任教授であったレオ・ヴァイベル
（Leo Waibel）教授編による第 期シリーズ（1年代前期）と、トロー
ル教授編の第 期シリーズ（1年以降）があり（ただし、1年代
までの第 1期については現在のところ未詳）、また戦後は「ライン地方地誌
学研究（Arbeiten zur Rheinischen Landeskunde）」と名称を変更して、改め
て第 1号から発行されている）がある。さらに大戦後になるとこれら以外
に新しく「コロキウム・ゲオグラフィクム（Colloquium Geographicum）」（地
理学研究室主催で内外の地理学研究者を特に招待して実施するコロキウム
（研究成果の発表・討論集会）の記録報告シリーズ等が別途発行されるよう
になった。
このように、大学研究室の出版物にも本来の ｢紀要｣ とそれ以外の様々
3
な出版物が見られるが、特に後者は大学の研究室を取り巻く地元地域社会
の文化活動（例えば、特に地理学の場合には、もともと各地で活発な民
間の文化活動を続けてきて　いる、地元住民中心の伝統的な郷土誌研究
（Heimatkunde）団体との共同活動など）との関連等も考えられる。
もう一つ歴史的背景として、大学の専門研究室としての組織体制が日本
の場合と著しく異なっているのは、研究室（Institut）の在り方である。日
本でも理科系・文科系等分野によって事情が違うので一概には言えないが、
地理学研究室（教室）と呼ばれていても、研究室以外に地図室や多少の地
学分析設備等を備えている程度の場合が多いのが常識だが、ドイツの場合
は研究室というよりも、むしろ「研究所」と呼ぶほうが実情に近い。例え
ば、地図室や製図室、写真室等には夫々資格を持った専門技師が研究室ス
タッフとして常勤しており、教員の講義や著書論文中に掲載される地図の
作成に当たっては、研究者自身が描いた下図を製図家が著者と相談しなが
ら完璧に仕上げてくれるという実に有難い仕組みになっている。現に出版
された研究論文添付の付図には、著者下書き（Entwurf）署名の他に製図
者（Kartograph）名も付いていることが多い。その他、空中写真や衛星写
真、講義用のスライドや画像の準備専門の写真家、古文書類の管理専門家
（Archivar）,図書室の司書（Bibliothekar）を抱えている場合もある。研究紀
要等出版物の自己編集機能を持つ研究室の場合は、製本や販売は民間の出
版社に委託する場合でも、そのための編集準備を行う専門の担当部局をか
かえているのが普通のようである。
これらの、本来の科学的研究・教育に従事する教員以外の専門職員たちは、
日本でいえば「職人さん」的存在であるが、しばらく滞在して研究室の在
り方を観察していると、彼らが専門的技術・技能の資格を備えた専門家で
あり、教員と同様れっきとした研究室スタッフとして待遇され尊敬されて
いることに気付く。よく製図室で老教授と技師が、永年の地図作成の仲間
同志として談笑している姿を見かけたものである。教員や院生たちが世界
各地への調査旅行で集めてきた地図や航空写真の分析・整理や、山岳・極
地探検や民族調査等で収集してきた民具や写真・スライド画像等の整理分
類などにこれらのスタッフの果たす役割は少なくないようである。研究室・
研究所の在り方が単なる個人の集合体でなく、言わば一つの「組織」とし
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4てシステム的に動いているという印象である。
各大学の紀要類や出版物は、当然国内外の主要大学の地理学研究室と交
換契約制度により配布されているが、残念ながら日本には、今のところま
ともな交換先の大学・図書館は存在していないようである。
なお、記述の順序は都合上順不同となっており、一部に混乱が見られる
かもしれないが、ご諒承を乞いたい。すべての文献に著者（編者）名・題
名の和訳をつけ、そのうちの一部に判明する限り解題を付加した。
（1）［ボン大学（ボン市） 地理学研究室発行の地理学紀要類（
種）］
（1-a）  『ボン大学地理学研究論文紀要』シリーズ（本来の地理学紀要） 
“BONNER　GEOGRAPHISCHE　ABHANDLUNGEN”
Heft  :  Helmut Hahn: Der Einfluss der Konfessionen auf die 
Bevoelkerungs- und Sozialgeographie des Hunsruecks, 1, Ｓ．
【ヘルムート・ハーン著『（ライン川中流部左岸の）フンスリュック地方に
おける住民信仰が人口地理と社会地理に及ぼす影響』、この地方農村は、古
くからの伝統と様々な歴史的経緯から、より伝統の古いカトリック宗派に
属する村々と、ある時期に新教（エヴァンゲリッシュ＝プロテスタント）
の宗派に転換した村々とに分かれている（一部は混在している）。そこで
著者は、この地域農村住民の社会構造変化の推移の中に、この二つの宗教
宗派の信仰の在り方（Konfession）の差による住民の日常生活態度への影
響がどのように認められるか、という主題を提起し、データの利用可能な
1-世紀の教会文書や戦前最後の 1年まで数回の人口・農林業セン
サス統計の集落（Gemeinde）別集計データ等を詳細に分析し、精密な地図
表現をも活用して一定の成果を導き出している。】
Heft 1: Helmut Hahn: Die deutsche Weinbaugebiete, 1, 1 S.
【ヘルムート・ハーン著『ドイツのワイン用ブドウ栽培諸地域』ドイツの主
要なワイン用ぶどう栽培地域について、各種文献資料を利用してローマ時
5
代から近世に至るぶどう栽培の変遷を概観した上で、著者は郡（Kreis）・市
町村別の統計資料を利用して、各地におけるブドウの栽培規模構成・比重
とその変遷、ブドウ生産農家の経営規模別構成の時代（1～ 1年）
別変遷と地区別比較分析を行っている。】
Heft 1: Johannes Steinmetzler : Die Anthropogeographie Friedrich Ratzels 
und ihre ideengeschichtlichen Wurzeln, 1, 11 S.　
【ヨハンネス・シュタインメツラー著『フリードリッヒ・ラッツェルの人類
地理学とその思想史的根源』、本書については、山野正彦氏他訳の邦訳が出
版されているので参照されたい：山野正彦／松本博之訳『ラッツェルの人
類地理学』1年、地人書房刊】
Heft : Helmut Hahn : Die Erholungsgebiete der Bundes-republik. 
Erlaeuterungen zu einer Karte der Fremdenverkehrs-orte in der deutschen 
Bundesrepublik, 1,  S. 
【ヘルムート・ハーン著『連邦共和国におけるレクリエーション地域。西
独における観光地分布図の解説』、ここで「観光」と訳した独語 Fremden-
verkehrという用語は、直訳すれば “異郷人の往来 ”の意味になるが、日本
語の観光に相当する用語として使われている。ただし、言葉は同じでも「観
光」の具体的意味と内容には、国や地域によって相当の相違開きがあり、我々
にとっても将来の重要な研究課題の一つとなるであろう。】
Heft : Helmut Hahn : Die Stadt Kabul （Afganistan） und ihr Umland. 
Teil I, Gestaltwandel einer orientalischen Stadt, 1,  S.　
【ヘルムート・ハーン著『アフガニスタンの首都カブールとその近郊。第 I
部：あるオリエント都市の形態変化』、本号と次号の 冊は、ハーン教授が
1～ 1年にアフガニスタンのカブール大学から招請教授として呼
ばれ、一年間滞在した際に現地学生と共に実施した調査報告である。その
後数次の戦乱を経た現地のその後の状況は不明だが、戦乱以前の状態を示
す貴重な記録である】
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種）］
（1-a）  『ボン大学地理学研究論文紀要』シリーズ（本来の地理学紀要） 
“BONNER　GEOGRAPHISCHE　ABHANDLUNGEN”
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1-世紀の教会文書や戦前最後の 1年まで数回の人口・農林業セン
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【ヘルムート・ハーン著『ドイツのワイン用ブドウ栽培諸地域』ドイツの主
要なワイン用ぶどう栽培地域について、各種文献資料を利用してローマ時
5
代から近世に至るぶどう栽培の変遷を概観した上で、著者は郡（Kreis）・市
町村別の統計資料を利用して、各地におけるブドウの栽培規模構成・比重
とその変遷、ブドウ生産農家の経営規模別構成の時代（1～ 1年）
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【ヘルムート・ハーン著『アフガニスタンの首都カブールとその近郊。第 I
部：あるオリエント都市の形態変化』、本号と次号の 冊は、ハーン教授が
1～ 1年にアフガニスタンのカブール大学から招請教授として呼
ばれ、一年間滞在した際に現地学生と共に実施した調査報告である。その
後数次の戦乱を経た現地のその後の状況は不明だが、戦乱以前の状態を示
す貴重な記録である】
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6Heft : Helmut Hahn : Die Stadt Kabul（Afganistan） und ihr Umland. 
Teil II, Sozialstruktur und Wirtschaftliche Lage der Agrarbevoelkerung im 
Stadtumland, 1,  S.　
【ヘルムート・ハーン著『アフガニスタンの首都カブールとその近郊。第 II部：
首都近郊における農業人口の社会構造と経済状態』】
Heft : Wolfgang Bahr : Die Marismas des Guadalquivir und das 
Ebrodelta. Zwei spanische Reisbaulandschaften, 1,  S.
【ヴォルフガング・バール著『（スペイン南部）グアダルキヴィル地方のマ
リスマス湿原とエブロデルタ―二つの水稲栽培地域』】
Heft : Helmuth Toepfer : Wirtschafts- und sozial-geographische 
Fallstudien in laendlichen Gebieten Afganistans, 1, 11 S. 
【ヘルムート・テプファー著『アフガニスタン農村地域における社会経済地理
的事例研究』　ハーン教授の指導の下に、1～ 1年アフガニスタン 
地域農村の人口・農業構成と農地利用を観察と聞き取りにより調査した記
録】
Heft : Adelbert Thiele  : Luftverunreinigung und Stadtklima im 
Grossraum Muenchen, insbesondere in ihrer Auswirkung auf epixyle 
Testechten, 1, 1 S.　
【アデルベルト・ティ―レ著『ミュンヒェン大都市圏における大気汚染と都
市気候―　特に指標植物としての地衣類への影響を通しての研究―』】
Heft : Hans Boehm: Bodenmobilitaet und Bodenpreisgefuege in 
ihrer Bedeutung fuer die Siedlungsentwicklung. Eine Untersuchung 
unter besonderer Beruecksichtigung der Rechtsordnungen und der 
Kapitalmarktverhaeltnisse fuer das 1. und . Jahrhundert , dargestellt an 
ausgewaehlten Beispiele, 1, 1 S.　
【ハンス・ボェーム著『土地所有の流動性と地価の動向―とりわけその集落発
展に対する意義―特に、1～ 世紀における法的秩序と資本市場関係を
7
考慮して選択した諸事例についての研究』　著者は戦後地方都市から首都と
なり、突然開始されたボン市北部の首都諸施設の建設と、これに伴う土地
所有と地価構成の変動の問題に関心を深め、さかのぼって 1世紀以来のプ
ロイセン諸都市における土地法制の改正過程と工業化・都市化に伴う諸都
市の土地所有・地価変動の事情を検討し、さらにこれを NRW州の郡市別
統計、およびボン郡農村部の市町村（ゲマインデ）別統計を使った因子分
析手法を利用して主要な変動要因の性格追究という独特の研究成果の報告】
Heft : Peter : Hoellermann : Blockgletscher als Mesoformen der 
Periglazialstufe. Studien aus europaeischen und nord-amerikanischen 
Hochgebirgen, 1,  S.　
【ペーター・ホェーラーマン著『ペリグレーシャル段階のメソ形態としての
ブロック氷河―ヨーロッパおよび北米大陸の高山帯における研究―』、　山
岳における周氷河地形動態の比較研究では、これまでソリフラクション現
象のような小地形の追究が主体であったが、一方 1年 1月、周氷河
地形のメソ（中規模）形態の現象をめぐるシンポジウムがゲッティンゲン
大学で開催された（その概要は Erdkunde誌、1年、参照）。本巻は、
著者によるその際の報告が収録されたものである】
Heft : Wilfried Klings : Innenstaedte in Belgien. Gestalt, Veraenderung, 
Erhaltung （1860 –1978）,  1, 1 S.　
【ヴィルフリート・クリングス著『ベルギー諸都市の都心部―その形態・変化・
保存（1～ 1年）について―』　多くの観光客の目標となっている
伝統的歴史景観を残しているベルギーの中世都市（都市）の都心部を対
象に、近代化の時期（1～ 1年）の間に行われた道路、建物、広場、
施設等の改造と保存の実績を、縮尺［1/1］の地図上に記号と色彩で
跡付け、この伝統的都心部景観が如何なる努力によって再現・維持されて
きたものであるか、を追求した成果である】
Hef t   :  Ra iner  Graafen  :  Die  rech t l i chen  Grund lagen  der 
Ressourcenpolitik in der Bundesrepublik Deutschland. Ein Beitrag zur 
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8Rechtsgeographie, 1, 1 S.　
【ライナー・グラーフェン著『ドイツ連邦共和国における資源政策の法的基
盤―法律地理学への一寄与として―』、著者は地域空間の形成や変貌に何ら
かの影響を及ぼす法律・規定の果たす作用を研究するのがここで言う法律地
理学の課題だとして、西ドイツの場合、地域計画や空間整備（Raumordnung）
制度、石炭・亜炭・石油・天然ガス・森林・水・空気等々のいわゆる天然
資源（Ressourcen）の獲得・保全のための資源政策をめぐる諸規定の在り
方を、関係のある法律・規定の諸条項に即して検討する。
もしもここで、ドイツ各地に残る岩塩坑跡や石炭・亜炭の露天掘り跡地
の徹底的な緑地への回復・保全対策等、現地の実態とその問題点などが取
り上げられていれば、と強く望まれる処だが、残念ながらそれはない。ま
たドイツの場合日本と違って、あらゆる家屋施設の建設用地の利用許可の
決定権限は、私的地主には無く、また連邦や州政府等上級官庁でもなく、
最終的には当の現地の住民に最も近い下位の自治体（市町村 Gemeinde）そ
のものの手中にある。なぜそうなっているのかを確かめるべく、筆者は何
度も現地で質問してみたが、「昔からそうだから」との答えばかりで、これ
も我々の今後の探求課題である】
（1-b）ボン大学『地理学コロキウム』（講演成果報告）シリーズ  
“COLLOQUIUM Ｇ EOGRAPHICUM”（Vortraege des BonnerGeo-
graphischen Kolloquiums zum Gedaechtnis an Ferdinand von Richthofen, 
hrsg. vom Geogr.Inst. der Univ. Bonn durch Carl Troll）
【ボン大学地理学講座の初代主任教授であったフェルディナント・フォン・
リヒトホーフェン記念として、ボン大学地理学主催で開催されたコロキウ
ム講演を収録する報告シリーズで、戦後地理学研究室の再建を担ったカー
ル・トロール編により再刊された。この地理学コロキウムの沿革については、
下記「本シリーズ（地理学コロキウム」誌の第 1巻（Heft 1）の中に詳
細な記述が見られる】
Band : M.R.G.Conzen : Geographie und Landesplanung in England, 
9
1,  S.
【M.R.G.コンツェン（コンゼン）著『イングランドにおける地理学と地域
計画』　元来、若い頃のコンツェン氏は 1年代までトロール氏と共にベ
ルリン大学地理学研究室での同僚関係だったのだが、ナチス政権下になっ
て英国への亡命を余儀なくされ、その後英国ニューカッスル市のダーバン
大学教授となって活動を始めていたコンゼン氏が、戦後になって、旧友で
あるトロール氏に呼ばれボン大学で行った招待講演の記録を収録したもの
である】
Band : Leo Waibel : Die europaeische Kolonisation Sued―brasiliens. 
Bearbeitet und mit einem Vorwort versehen von Gottfried Pfeifer, 1, 1 
S.
【レオ・ヴァイベル著『ブラジル南部におけるヨーロッパ人の入植活動―本
巻の編集作業と前文執筆はハイデルベルク大学教授ゴットフリート・パイ
ファー担当』　　トロール教授の前任者として、1年代初期に短期間ボ
ン大学の地理学主任教授であったヴァイベル教授も、やはりナチス政権の
ユダヤ人追放政策で亡命を余儀なくされ、アメリカに渡って研究を続けて
いたが、戦後は特にブラジルその他のラテン・アメリカ諸国におけるヨー
ロッパ人の入植地域を対象に、その開拓と定住化のプロセスの実態を究明
すべく現地調査に没頭していた。そして、それらの業績を集大成する余裕
もないままに、11年余歳で没した。そこで原著者が若い頃故国のキー
ルやボン大学に居た当時の教え子でそれ以来の弟子の一人でもあり、ブラ
ジルでの師の現地調査に参加・協力もした経験のあるパイファー（Gottfried 
Pfeifer）教授が中心となって、そのまとめ役と報告を引き受け、本巻の仕
上げをも担当してくれた　のである】
Band 1: Wilhelm Lauer（Herausgeber） : Beitraege zur geo-graphischen 
Japanforschung. Vortraege aus Anlass des 50. Todestages von Johannes 
Justus Rein （1835 –1918）, 1,  S.
【ヴィルヘルム・ラウアー編『地理学的日本研究への貢献―ヨハネス・ユス
トゥス・ライン教授没後 年を記念して―』　　前世紀末のリヒトホーフェ
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9
1,  S.
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ン教授時代からボン大学で長く（1～ 11）教鞭をとっていたライン
博士は、プロイセン政府から明治初期の日本へ調査に派遣されて、浩瀚な
二巻の報告書と旅行記を発行しており、また当時の日本からボン大学への
留学生の面倒をよく見るなど、日本と縁の深い学者でもあったのを記念し
て、戦後のドイツ地理学界における日本研究に先鞭をつけたトロール教授
の二人の弟子、ペーター▶シェラー（Peter Schoeller）, ゲアハルト・アイマ
ンズ（Gerhard Aymans）の両博士がそれぞれ行った日本滞在研究の成果報
告を収録したものである。その報告内容は、最初にラウアー教授のライン
博士の人物紹介があったのち、シェラーによる「日本の都市地理概観」、ア
イマンズによる「明治期壬申戸籍による伊勢志摩の海女漁村の人口地理分
析」の両成果報告が行われた】
Band 11:  Gerhard Hard : Die „Landschaft  “der Sprache und 
„Landschaft“ der Geographie. Semantische und forschungs―logische 
Studien, 1,  S.
【ゲアハルト・ハルト著『日常用語としての「ラントシャフト」と地理学用
語としての「ラントシャフト」―言語意味論的ならびに探求論理的見地か
らの研究―』　　世紀の初期以来ドイツ地理学の研究対象の基本的な単
位空間と見なされてきた、この特殊な独語の意味・用法を巡って、言語学
的な背景の検討をも含めて、様々な見地から検討を加えた試論である。英
語における landscapeと regionの両義を包含するが、単なる視覚的風景把
握でなく、生態環境や社会経済活動に伴う自然への人為加工等をも含む、
総合的な把握の重要性が指摘されている】
Band 1: Wilhelm Lauer（Hrsg.） : ARGUMENTA GEOGRAPHICA. 
Festschrift CARL TROLL zum 70 Geburtstag（24. Dezember 1969）. Mit 
Beitraegen von W. Lauer et al., 1,  S.　
【ヴィルヘルム・ラウアー編　『地理学論考：カール・トロール教授生誕 
年記念論文集（1年 1月 日）』、　はじめのW.ラウアー教授による
顕彰文に続いて、度重なる地球上各地の高山地帯、特にヒマラヤ山脈への
現地探検調査を通じて、新しい景観生態学の基礎への道を切り拓いてきた
11
トロール教授の学問的業績（第 II部：1～ 1, Nr.-1 のリスト）
（1年以前の第 I部リストは Erdkunde誌 , 1年に掲載）の記述があ
り、さらにそれに続いて、国内外からの寄稿者 1人の献呈論文が掲載され
ている】
Band 1: Planen und Lebensqualitaet – Verhandlungen des . Deutsch̶ 
Britischen Symposiums zur Angewandten Geographie. 
Planning and the Quality of Life –Proceedings of the rdAnglo- German 
Symposium on Applied Geography, hrsg. von Gerhard Aymans, Hanns J. 
Buchholz und Guenter Thieme,  1,  S. 
【G.アイマンズ、Ｈ -J.ブッホルツ、G.ティ―メ編『地域計画と生活の質―
第 回独英応用地理学シンポジウム成果報告』、第 1回ギーセン・ヴュル
ツブルク・ミュンヘンの三大学（1年）、第 回アバディーン・ニュー
カスル・アポンタインの両大学（1年）に続いて、1年 月 1～
日にかけてボンとボーフム両大学で実施された研究報告会と現地巡検の
成果記録である。このシンポジウムには独英両国から 1名の研究者が参加
し、1編の論文が収録されている】
Band 1： GEOGRAPHIE ALS SOZIALWISSENSCHAFT  Beitraege zu 
ausgewaehlten Problemen kulturgeographischer Forschung: Wolfgang Kuls 
zum 65. Geburtstag. Herausgegeben von F.-J. Kemper, H.-D. Laux und G. 
Thieme, 1, 1 S.　
【F-J.ケンパー・H-D.ラウクス・G.ティ―メ編『社会科学としての地理
学―人文地理学的研究の諸分野への貢献のために：　ヴォルフガング・ク
ルス教授生誕 年記念論文集』　戦後ボン大学地理学研究室を再建拡大
したトロール教授の後継者の一人で人文地理学の分野を担当するクルス
（W.Kuls）教授の退任に際して、同僚・教え子 11人の献呈した論文を集め
た記念出版物である】
Band 1: BEITRAEGE ZUR EMPIRISCHEN WIRTSCHAFTS- GEO-
GRAPHIE: Festschrift Helmut Hahn zum 65.Geburtstag. Hrsg. von 
2
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Gerhard Aymans und Klaus-Achim Boesler, 1,  S.
【G.アイマンズ・K-A.ボェースラー編『経験的経済地理学への貢献のた
めに―ヘルムート・ハーン教授生誕 年記念論文集』　やはりトロール
教授の下で戦後に創設された経済地理学研究室の初代教授を務めたハーン
（H.Hahn）教授の退任に際して、同僚・教え子 1人の献呈した論文による
記念出版物である】
Band 1: Hans Boehm（Hrsg.）: BEITRAEGE ZUR GESCHICHTE 
DER GEOGRAPHIE IN DER UNIVERSITAET BONN. Heraus-
gegeben anlaesslich der Uebergabe des neuen Institutsgebaeudes in Bonn –
Poppelsdorf, 11,  S.
【ハンス・ボェ -ム編『ボン大学地理学研究室発展史研究への貢献のために
―地理学研究室のボン市ポッペルスドルフ地区独立新庁舎への移転を記念
して―』　1世紀初期の創立という長い伝統を持つボン大学でも、地理学
教授資格取得者（G.B.Mendelssohn,高名の作曲家の従兄弟）が誕生（1
年）し、一時その講義も開講されたが、地理学の正規講座が生れたのはプ
ロイセン中心の統一帝国誕生後の 1年だった。ただ、この大学におけ
る地理学の歴史をまとめようという機会は、これまで特に持ち上がらなかっ
た。それが、これまでボン市内で何度か移転を重ねてきた地理学研究室が、
たまたま 1年に市内の独立改装庁舎に移るに当って、初めてこの包括
的な記録がまとめられることになったのである。ここでは大学や研究室所
属の古文書室（Archiv）に保存されている文書・統計記録や校舎建築配置図、
教授間や官公庁との間で交わされた公私の書簡（中には肉筆書簡のコピー
もかなり含まれている）、学会誌等に掲載された関連文献や追悼文・紙碑等
に基づく記録がまとめられている。初代教授で 1世紀・幕末期の『支那』
や『日本滞在記』等有名な著書のあるリヒトホーフェンを初めとする、歴
代スタッフのかなり詳細な記録もあり、また累代の学生集団を連れての大
エクスカーションや、リヒトホーフェンやフィリップソンの時代から、内
外の他大学の教授を招いての「地理学コロキウム」の記録等も逐一掲載さ
れている。特にフィリップソン教授やヴァイベル教授の例のように、この
研究室ではナチ政権下で多大の直接的被害を受けており、また戦時空襲下
13
の惨状記録など、興味深い記事も含まれている】
Band : Eckart Ehlers（Hrsg.）: Modelling the City ―Cross Cultural 
Perspectives― Vortraege gehalten aus Anlass der Verleihung der 
Ehrendoktorwuerde der Mathematisch-Naturwissenschaftlichen 
Fakultaet der Rheinischen Friedrich-Wilhelms-Universitaet Bonn 
an Professor Chauncy D. Harris, Ph.D., D.Litt., Drs.h.c.,Chicago, 
Bonn1, 1 S.
（エッカート・エーラース編『都市のモデル化―人類文化を横断的に見た諸
側面について―』、世界各国を束ねる国際地理学連合（IGU）を舞台に活動
してきた Ch.D.ハリス教授（シカゴ大学］に対し、ボン大学理学部から名
誉博士の学位が贈与されたのを機会に、11年 月 日ボン大学で開か
れた記念コロキウムにおける発表論文を収録したものである。
内容は、はじめに H.ヴィルヘルミー教授からハリス教授の活動と主要な
業績の紹介がなされた後、ヴィーン大学の E．リヒテンベルガー教授の「西
欧社会の政治システムと都市発展」と題する総論的な報告がおこなわれ、
またハリス氏自身によって「時間・空間や技術・文化を通してみた諸都市
の地域的パターン」と題する、都市の本質（nature）を巡るその後の考察に
関する報告がなされた。
さらに続けて、B.ホーフマイスタ 「ー北米の都市」、J.ベーア＋ G.メルティ
ンス「ラテン・アメリカの都市」、W.マンスハルト「熱帯アフリカの諸都
市―文化横断的視点・記述的モデルと最近の発展」　の諸報告がなされ、最
後に新任のボン大学地理学担当の主任教授として、本巻の編者にもなった
E. エーラースによる「中東のイスラム都市」及びW.タウプマンによる「中
國の都市」の報告もなされ、事実上世界をほとんど網羅する討論集会となっ
ている。
（1-C）ボン大学地理学研究室から第二次大戦後発行されるようになった『ラ
インラント地誌研究　叢書』シリーズ　（地元にもともと存在していた在野
の地誌研究同好会的な協会との共同出版の場合もある）
“ARBEITEN ZUR RHEINISCHEN LANDESKUNDE“ vom 
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“ARBEITEN ZUR RHEINISCHEN LANDESKUNDE“ vom 
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Heft 1: Willi Ballensiefen: Die Agrarlandschaft der Wittlicher Senke und 
ihrer Nachbargebiete, Bonn 1, 1 S., Abb.,1 Tab.,usw.　【ヴィリ・
バレンジーフェン著『（モーゼル川流域）ヴィトリッヒ窪地周辺地域におけ
る農業景観』、同地域における 1年の土地利用状況を、詳細な土地利用
調査図のある 1年前の 1年の状況と比較可能な形で調査し、主要な
栽培作目の変遷とその分布特性の詳細を分布図表現を通じて追究した成果
である。時代の制約から色彩印刷に代る記号表現の活用に特色が見られる】
Heft 1: Herbert Pley: Garten- und Feldgemuesebau am mittle-
ren Niederrhein, Bonn 1, 1 S.,  Abb., und 1 mehrfarbige 
Landnutzungskarte.
【ヘルベルト・プライ著『ライン川下流地方中部における園芸農耕と露地野菜栽
培』、オランダに近い小都市シュトラーレン市にある花卉園芸専門の市場を中心
とする園芸地帯と周辺の露地野菜地帯の詳細な土地利用調査である。1
年刊行の本号からカラー印刷土地利用区分図が添付されるようになった】
Heft  1 :  Guenther  Bohl ing:  Die  Rindv iehwir t schaf t  in  den 
Agrarlandschaften des noerdlichen Rheinlandes, Bonn 1,　S.,  
Abb., und 1 mehrfarbige Landnutzungskarte.
【ギュンター・ボーリング著『ラインランド北部の農業景観地域における育
牛経営』、山間部から平野部、大都市近郊までを含む地域を対象に、牛飼養
農業経営の類型化を、土地利用面（牧草地・飼料作物比重）、飼育目標（生産・
肥育・搾乳加工等）のデータを組み合わせて育牛経営の地域的展開状況を
追究したものである】
Heft 1: Helene Panhuysen: Die Entwicklung der Agrarland―schaft 
im Raume Straelen seit 1800 unter besonderer Beruecksichtigung des 
Gemuese- und Blumenanbaus, Bonn 11, 1 S. 
【ヘレーネ・パンヒューゼン著『（ライン川下流平野左岸の）シュトラーレン地
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域における 1年以降の農業景観の発展―特に野菜・花き園芸を中心に』】
Heft 1: Paul Arnold: Die Kalkindustrie am Nordrand des Rheinischen 
Schiefergebirges, Bonn 11, 11 S.
【パウル・アーノルド著『ライン地方頁岩山地北縁の石灰岩採掘産業』】
Heft 1: Reinhard Gildemeister： Wald, Bauernland und Holz- industrie 
im oestlichen und mittleren Hunsrueck―Wirtschafts-landschaft und sozial-
geographisches Gefuege, Bonn 1, 1 S. 
【ラインハルト・ギルデマイスター著『（ライン川中流部左岸の）フンスリュッ
ク地方の東部と中部における森林、農民地と木材工業―経済地域景観と社
会地理学的構成―』】
Heft 1: Irmund Wenzel: Oedlandentstehung und Wieder-aufforstung in 
der Zentraleifel, Bonn 1, 11 S.
【イルムンド・ヴェンツェル著『（ボン地方南方に広がる）アイフェル山地
中央部における荒廃地の形成とその再植林』】
Heft : Werner Krause: Eine Gruenland-Vegetationskarte der sued- 
badischen Rheinebene und ihre landschaftsoekologische Aussage 
― Untersuchung ueber den Wasserhaushalt der Ebene und seine 
Empndlichkeit gegen Eingriffe, Bonn 1,  S.
【ヴェルナー・クラウゼ著『南部バーデン地方のライン川沿岸平野の緑地植
生地図作製とその景観生態学的表現内容　―平野の水収支とその人為介入
への敏感性に関する研究―』】
Heft 1: Maria do Carmo Correa Galvao: Das Ruwergebiet ― 
Landschaftswandel und Sozialstruktur－ , Bonn 1, 1 S.
【マリア・ド・カルモ・コレア・ガルヴァオ著『（モーゼル川流域南部の）ルヴァ 
―川流域地方―景観変貌と社会構造―』】
2
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Heft : Manfred Domroes: Luftunverreinigung Stadtklima im 
Rheinisch-Westfaelischen Industriege ｂ iet und ihre Auswirkung auf den 
Flechtenbewuchs der Baeume, Bonn 1, 1 S.　
【マンフレート・ドームロェース著『ライン＝ウェストファーレンにまたが
る「ルール工業地帯」における大気汚染とそれが樹木上の地衣類繁茂に及
ぼす影響』】
Heft : Alfred Frischen: Die Wandlungen in der Wirtschafts- und Sozial- 
strukrur des Hohen Westerwaldes um die Mitte des 20. Jahrhunderts,  Bonn 
1, 1 S. 
【アルフレート・フリッシェン著『ヴェスターヴァルト高原地域の 世紀
中期における社会経済的変貌』】
Heft : Helmuth Toepfer: Die Bonner Geschaeftsstrassen ― Raeumlichen 
Anordnung, Entwicklung und Typisierung der Geschaeftskonzentrationen, 
Bonn 1, 1 S.
【ヘルムート・テプファー緒『ボン市の商店街　―空間的配列整備、発展お
よび商店集中化現象の類型化―』】
Heft : Josef G.v.Haiju: Koenigswinter―Entwicklung und wirtschaftli-
che Basis einer Fremden-verkehrsstadt, Bonn 1,  S.
【ヨゼフ・G.v.ハイジュ著『ケーニヒスヴィンタ：ある観光都市の発展と経
済基盤』】
Heft ： Die Landnutzungskarte Nordrhein 1: 100,000 Blatt 1: Koeln-
Bonn, Aufgenommen von W. Herzog jn den Jahren 1 – 1, erlaeu-
tert von W. Herzog und C. Troll, Bonn 1, 1 S,
【W.ヘルツォーク作成、W.ヘルツォーク・C.トロール解説『十万分の一土
地利用図：北部ラインランド、第 1葉：ケルン・ボン地区』】
Heft : Otto Fraenzle: Geomorphologie der Umgebung von Bonn: 
17
Erlaeuterungen zum Blatt NW der geomorphologischen Detailkarte 1 : 
25,000, Bonn 1,  S.
【オットー・フレンツレ作成・解説『万 千分の一詳細地形学図北西部図
の解説によるボン市近郊の地形学』】
Heft 1: Hanns Dieter Schaake: Der Fremdenverkehr in den links-rheini-
schen Kleinstaedten zwischen Bingen und Koblenz, Bonn 11, 1 S.　
【ハンス　ディーター・シャーケ著『ライン川中流部左岸のビンゲン～コブ
レンツ間にある小都市群における観光業の実態』】
Heft : Wolfgang Kuls （Hrsg.）: Untersuchungen zur Struktur und 
Entwickung rheinischer Gemeinden. Beitraege von Gorzel, Boehm, 
Puetz,Thieme, Laux und Becks, Bonn 11, 1 S.
【ヴォルフガング・クルス編『ライン地方市町村の構造と発展に関する研究』、
クルス教授を中心とする地理学研究室若手スタッフによる共同研究で、戦
後数次の国勢調査・選挙投票データ等を利用した地域性分析や詳細な事例
調査の成果論文を収録したもの】
Heft : Wilfried Klings: Die Kleinstaedte am mittleren Niederrhein. 
Untersuchung ihrer Rolle in der Entwicklung des Siedlungsnetzes seit der 
fruehindustriellen Zeit, Bonn 1, 1 S.　
【ヴィルフリート・クリングス著『ライン川下流地域の小都市群―初期工業
化時代以来のこれら小都市群の構成する集落網の果たして来た役割につい
ての研究―』】
Heft : Josef Birkenhauer: Die Entwicklung des Talsystems und des 
Stockwerkbaus im zentralen rheinischen Schiefergebirge zwischen dem 
Mitteltertiaer und dem Altpleistozaen, Bonn 1,  S.
【ヨーゼフ・ビルケンハウアー著『ライン地方頁岩山地中心部における第三
紀中期から古期更新世にかけての河谷システムと地層構造の形成』】
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Heft : Josef Birkenhauer: Die Entwicklung des Talsystems und des 
Stockwerkbaus im zentralen rheinischen Schiefergebirge zwischen dem 
Mitteltertiaer und dem Altpleistozaen, Bonn 1,  S.
【ヨーゼフ・ビルケンハウアー著『ライン地方頁岩山地中心部における第三
紀中期から古期更新世にかけての河谷システムと地層構造の形成』】
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Heft :  Elfriede Schmitz-Keil:  Bevoelkerungsgeographische 
Untersuchung von Kleinstaedten der Eifel: Ein Versuch zur Trend-
Typisierung, Bonn 1973,  101 S.
【エルフリーデ・シュミッツ－カイル著『アイフェル山地小都市群の人口地
理学的研究　―その人口トレンド類型化のための一つの試み―』】
Heft : Eckart Dege: FILSEN und OSTERSPAI – Wandlungen der 
Sozial- und Agrarstruktur in zwei ehemaligen Weinbau-gemeinden am 
oberen　Mittelrhein, Bonn 1,  S.　
【エッカート・デーゲ著『（二つの小村落）フィルゼンとオスターシュパイ
―ライン川中流部沿岸の二つの旧ブドウ栽培村落における社会構造・農業
構造の変化―』、コブレンツ南方に位置するライン川大曲流部の西向きと北
向きの両斜面に隣接する 村落を対象として、旧ブドウ園の一筆ごとの利
用と所有の変遷を追求した労作】
Heft : Historische Wirtschaftskarte der Rheinlande um 1820 – 
Herausgegeben von Helmut Hahn und Wolgang Zorn unter Mitarbeit 
von Heiner Jansen und Wilfried Krings, Bonn 1,  S.（Textteil） und 
Kartenbeilage. 
【ヘルムート・ハーン他編『ラインラントの 1年ころの歴史経済地図』、
テキスト篇と地図・図表篇の 巻よりなる。経済地理学研究室の他、ライ
ン地方史研究所、近現代史研究室等の共同研究として 1年から活動を
開始し、産業革命準備期のマニュファクチュア段階におけるラインラント
の農林業と農産物市場、およびそれ以外の鉱山業・金属加工業・繊維産業・
商業・運送業等々の記録データを整備し、これを記号化してラインラント
百二十万分の一地図上に色彩別に記載表現した「歴史経済地図」を作成し、
これに解説を加えたものである】
Heft : Guenter Thieme: Regionale Unterschiede der Agrarstrukturellen 
Entwicklung : Untersuchung im Vorderwesterwald, Bonn 1, 1 S.　
【ギュンター・ティ メー著『農業構造発展の地域的差異―』　（ラインラント南
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東部の）ヴェスターヴァルト前縁地域を対象とする研究』、対象地域の戦後
数次の国勢調査、農林業センサス等の市町村別結果表データを素材として、
1年当時ＥＣで問題となっていた農林業自立経営をめぐる構造改革の焦
点究明のため、多変量統計解析の因子分析手法をも適用した試論である】
（1-d） ボン大学の学位請求論文（Dissertation）（別刷）の実例―1年、
当時地理学教室主任で指導教授だったトロール（Carl Troll）教授（署名入り）
から寄贈を受けたものである。
Klaus Hausherr: Die Entwicklung der Kulturlandschaft in den Lanao-
Provinzen auf Mindanao （Philippinen） unter Berueck- sichtigung des 
Kulturkontaktes zwischen Islam und Christentum, Bonn 1972, 316 S.
【クラウス・ハウスヘア著『比島ミンダナオ島のㇻナオ地方における人文景
観の発展―特にイスラムと基督教の文化接触の視点から』
（） ［ルール大学（ボッフム市［BO］）地理学研究紀要シリー
ズ］リスト
„BOCHUMER  GEOGRAPHISCHE  ARBEITEN“  Hrsg.  vom 
Geographischen Institut der Ruhr-Universitaet Bochum, veroeff. vom Verlag 
Ferdinand Schoeningh, Paderborn, A-Format 
Heft 1: Bochum und das mittlere Ruhrgebiet （Als Festschrift zum . 
Deutschen Geographentag Bochum erschienen）. Schoeningh, Paderborn 
1, 1 S. 【『ボッフム市と中部ルール地域の地誌』（1年、新設のルー
ル大学で開催された地理学者大会の記念出版物】　［既収録］
Heft : Wirtschaftsgeographische Strukturwandlungen auf den Shetland 
Inseln, von Heinz Heineberg, Paderborn 1,1 S. （Diss.） 
【ハインツ・ハイネベルク著『（英国北部の）シェトランド諸島における経
済地理学的構造変動』（Di博士論文）】
2
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Heft 1: Die Verwertbarkeit der Bodenschaetzungsergebnisse fuer die 
Landschaftsoekologie, dargestellt am Beispiel der Briloner Hochaeche, von 
Lothar Finke, Paderborn 11,  S. （Diss.）　
【ロータール・フィンケ著『地域景観生態学に対する土地評価制度成果図の
活用可能性』（博士論文）】
Heft 1: Laendliche Problemgebiete. Beitraege zur Geographie der 
Agrarwirtschaft in Europa, von H.M.Bronny, J.Dodt, D.Glatthaar, 
H.Heineberg, A.Mayr u. J.Niggemann, Paderborn 1, 1 S.
【H.M.ブロンニー、J.ドット、D.グラットハール、Ｈ．ハイネベルク、A.マ
イヤーと J.ニッゲマン共著『ヨーロッパの農村の中で何らかの問題を持つ
諸地域―ヨーロッパ農業経済地理学論集』】
Heft 1: Trends in Urban Geography. Reports on Research in Major 
Language Areas. Edited by Peter Schoeller on behalf of the Commission on 
Processes and Patterns of Urbanization of the International Geographical 
Union, Paderborn 1,  S（Englisch.）.
【『都市地理学における諸動向：主要言語地域における調査報告書』国際地
理学連合（ＩＧＵ）の「都市化のプロセス・パターン研究委員会」代表 P.シェ
ラー編】
Heft 1: Zentrenausrichtung in mehrkernigen Verdichtungs-raeumen, an 
Beispielen aus dem rheinisch-westfaelischen Industriegebiet, von Manfred 
Hommel, Paderborn 1, 1 S. 　
【M.ホンメル著『多核的密集諸地域における諸中心地指向の形成：ライン・ウ
エストファレン工業地帯（ルール地域）からの諸事例を中心に』（博士論文）】
Heft 1: Neulandgewinnung und Industrieansiedlung vor den ja-
panischen Kuesten – Funktionen, Strukturen und Auswirkungen der 
Aufschuettungsgebiete （umetate-chi）, von Winfried Fluechter, Schoeningh, 
21
Paderborn 1, 1 S.
 【W.フリュヒター著『日本の沿岸地域における新しい土地造成と工業立
地―”埋立地 “の機能、構造とその諸影響』】
Heft : Neuordnung laendlicher Siedlungen in der Bundesrepublik 
Deutschland. Plaene – Beispiele – Folgen, von Fritz Becker, Schoeningh, 
Paderborn 1, 1 S. （Diss.）
【フリッツ・ベッカー著『ドイツ連邦共和国における農村的諸集落の新しい
秩序 -計画・事例とその結果』（博士論文）】
Heft : Physical Geography in the Federal Republic of Germany. Edited by 
Hans-Juergen Klink and Herbert Liedtke, on behalf of the National Committee 
of the F.R.G. in the International Geographical Union, Schoeningh, Paderborn 
1,  S.
【『ドイツ連邦共和国における自然地理学』国際地理学連合（ＩＧＵ）ドイツ
国内委員会を代表して H-J.クリンク及び H.リートケ編】
Heft : Funktionswandel innerstaedtischer Freiraeume in deutschen 
Grossstaedten, von Rolf Heyer, Schoeningh, Paderborn 1,  S.（Diss.）
【ロルフ・ハイヤー著『ドイツ大都市における都心部空閑地の機能変遷』（博
士論文）
Heft : Hochschulstandorte und Bildungsverhalten unter Aspekten der 
Raumordnung in Japan, von Winfried Fluechter, Schoeningh, Paderborn 
1,1S, （Habilitationsschrift）
【ヴィンフリート・フリュヒター著『日本における国土計画の視点から見た
大学立地と進学行動』（Habilitation=教授資格論文）】
3
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（） ［エッセン大学（エッセン市）地理学研究紀要シリーズ］
リスト
„ESSENER GEOGRAPHISCHE ARBEITEN“ Herausgegeben von 
Gerhard Henkel et al.,am Geographischen Institut, Universitaet Essen（GHS）, 
veroeffentlicht vom Verlag F. Schoeningh, Paderborn. 
Band : Gerhard Henkel （Hg.）: Dorfbewohner und Dorfentwicklung. 
Vortraege und Ergebnisse der Tagung in Bleiwaesche vom 1.-1. Maerz 
1, Paderborn 1, 1 S.  
【ゲアハルト・ヘンケル編『村落居住者と村落の開発』、村落改造を実施し
たブライヴェッシェ村で開催された研究討論会の成果報告】
Band : Johannes Biecker und Gerhard Henkel: Erhaltung und Erneuerung 
auf dem Lande – Das Beispiel Hallenberg –, Paderborn 1,  S. 
【ヨハネス・ビーカー＋ゲアハルト・ヘンケル（編）：『農村地帯における集
落の景観保存と更新 ―（ザウアーランド山間地の）小都市ハーレンベルク
町の事例から―』】
Band ：Gerhard Henkel und Hans-Juergen Nitz （Hrsg.）: 
Laendliche Siedlungen einheimischer Voelker Aussereuropas – Genetische 
Schichtung und gegenwaertige Entwicklungsprozesse.  Berichte der 
Arbeitskreissitzung des . Deutschen Geographentages 1, Paderborn 
1, 1 S.
【ゲアハルト・ヘンケル＋ハンス -ユルゲン・ニッツ（編）：『ヨーロッパ以
外の農村地域における地元民の居住集落―その発生的な階層化と発展過程
の現状』。1年第 回ドイツ地理学者大会における研究グループ集会
の成果報告】
Band 1: Gerhard Henkel （Hrsg.）: Kommunale Gebietsreform und 
Autonomie im laendlichen Raum .  Vortraege und Ergebnisse des 
23
Dorfsymposiums in Bleiwaesche vom 1. – 1. Mai 1, Paderborn 
1, 1 S.
【ゲアハルト・ヘンケル（編）　：　『農村地域における行政地域改革（市町
村合併）とその自主独立性』―1年 月 1-1日（ザウアーランド山
間地の）ブライベッシェ村で行われた「村落シムポジウム」での講演と討
論成果報告―】　
Band 1: Gerhard Henkel （Hrsg.）: Kultur auf dem Lande. Vortraege und 
Ergebnisse des . Dorfsymposiums in Bleiwaesche 1.-1. Mai 1, 
Paderborn 1, 1 S.
【ゲアハルト・ヘンケル（編）：　『農村地帯における文化』―ブライヴェシェ
村で開催された村落シンポジウム（1年 月 1-1日）講演と討論成
果報告―】
Band : Gerhard Henkel （Hrsg.）: Schadet die Wissenschaft dem Dorf? 
Vortraege und Ergebnisse des . Dorfsymposiums in Bleiwaesche . . Mai 
1, Paderborn 1, 1 S.【ゲアハルト ･ヘンケル（編） 『学問は村落
に損害をもたらすものであるか？―第 回村落シンポジウム（1年 
月 -日、ブライヴェシェで開催）講演と討論成果報告―』】
（） ［ミュンスター大学（ミュンスター市 /ヴェストファーレン）
地理学研究紀要シリ ズー］（A大判）リスト
“MUENSTERSCHE GEOGRAPHISCHE ARBEITEN”  
Herausgegeben von den Hochschullehrern des Instituts fuer Geographie 
der Westfaerischen Wilhelms-Universitaet Muenster （A-Format）
Heft 1: Alois Mayr: Universitaet und Stadt ― Ein Stadt-, wirtschafts-, und 
sozialgeographischer Vergleich alter und neuer Hochschulstandorte in der 
Bundesrepublik Deutschland, Paderborn 1,  S.（Habil.）
【アロイス・マイヤー著『大学と都市―ドイツ連邦共和国における新旧諸大
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（） ［エッセン大学（エッセン市）地理学研究紀要シリーズ］
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学の立地に関する都市・経済・社会地理学的比較研究』】
Heft : Hermann Mattes : Der Tannenhaeher im Engadin―  Studien 
zu seiner Oekologie und Funktion im Arvenwald, Paderborn 1,  S. 
（Diss.） 
【ヘルマン・マッテス著『（スイス東部イン川最上流部の）エンガディーン
地方のモミ樹に棲む「ホシガラス」― アルフェ（マツの一種）の森におけ
るその生態と機能についての研究』（博士論文）】
Heft : Friedrich-Karl Holtmeier: Die bodennahen Winde in den 
Hochlagen der Indian Peaks Section （Colorado Front Range）
【F・K・ホルトマイヤー著『（コロラドの）インディアン・ピークス
地区における地表風について』（ ～  頁）】  +　Ludwig Hempel： 
Physiogeographische Studien auf der Insel Fuerteventura（Kanarische 
Inseln）、 Paderborn 1、1S．
【L・ヘンぺル著『（カナリア諸島）フエルテヴェントゥーラ島における自然
地理的研究』（1-1頁）、　
第 巻はこのように、以上の二人の論文を合本としたもので、計 1頁で
ある】
Heft : 
Peter Weber（Hrsg.）:  Peripherie Raeume ―Strukturenund 
Entwicklungen in europaeischen Problemgebieten,  Paderborn 1, 1 
S. 
（ペーター・ヴェーバー [編：『辺境地域―西欧の問題地域における構造と発
展』］
Heft : 
Peter Schnell / Peter Weber（Hrsg.）: Aggromeration und Frei-zeitraum-- 
Vortraege eines Symposiums der Arbeitsgruppe  “Geography of Tourism 
and Recreation” der I.G.U.in Muenster 1, Paderborn 1,  S. 
25
【P.シュネル /P.ヴェーバー（編）『密集地域と余暇空間』国際地理学連合の
研究グループ「観光とレクリエーションの地理学」のシンポジウム（ミュ
ンスター、1年）の記録集】
Heft :
Norbert de Lange: Staedtetypisierung in Nordrhein-Westfalen ―im 
raum-zeitlichen Vergleich 1961 u. 1970 mit Hilfe multivariater Methoden―
eine empirische Stadtsystemanalyse, Paderborn 1980, 175 S. 
【ノルベルト・デランゲ著『北部ライン・ヴェストファーレン地方の都市類
型化－ 11年と 1年のデータの多変量解析法援用による空間・時間
的比較―ひとつの実証的都市システム分析試論』】
Heft 1: 
Bernhard Butzin（Hrsg.）: Entwicklungs- und Planungsprobleme in 
Nordeuropa 
【ベルンハルト・ブッツィン編『北欧諸国における開発と地域計画の諸問題』、
関係各国の専門研究者による 1編の論文を収録】
Heft 1：　
P.Weber / K.-F. Schreiber（Hrsg.）: Westfalen und angrenzende Regionen 
― Festschrift zum 44. Deutschen Geographentag in Muenster 1983, Teil Ia 
（Textband）, 339 S. und Teil Ib （Kartenband）、Paderborn 1 
【P.ヴェーバー / K.-F.シュライバー（編）　『ヴェストファーレン地方とそ
の接続地域－第 回ドイツ地理学者大会（ミュンスター、1年）の記
念出版物としての地元地誌研究』】
Heft 1: Heinz Heineberg / Alois Mayr （Hrsg.）: Exkursionen in 
Westfalen und angrenzenden Regionen － Festschrift zum 44. Deutschen 
Geographentag in Muenster 1983, Teil II （Exkursionen）, Paderborn 1983, 
429 S.
【ハインツ・ハイネベルク / アロイス・マイヤー（編）：『（前号と同じくドイ
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ツ地理学者大会記念出版物で）ヴェストファーレン地方とその接続地域に
関する巡検案内』地元のミュンスター氏の都市地理学的な案内をはじめと
して、関係地域全般について、自然地理・人文地理諸分野に関連する巡検コー
ス 余編について詳細な記述がなされている】
Heft : Karl-Heinz Otto: die Bedeutung der Hoehenmessung und 
Hoehen-darstellung fuer Reliefoberflaechen unter Moorbedeckung in 
Nordwestdeutschland, Padeborn 11, 1 S.
【カール―ハインツ・オットー著『北西ドイツの沼沢地堆積物に埋められた
下層にある 底層表面起伏の高度測定及び高度表現の重要性』】 
（） ブレーメン大学（ハンザ都市ブレーメン）「地理学と空
間計画紀要」：
“BREMER BEITRAEGE zur GEOGRAPHIE und RAUMPLANUNG“
Heft 11: Geographie des Menschen. Dietrich Bartels zum Gedenken. 
Herausgegeben von G.Bahrenberg, J.Deiters, M.M.Fischer, W.Gaebe, G.Hard 
und G.Loeffler,  Studiengang Geographie, Fachbereich , Universitaet 
Bremen, 1,  S.
【ゲアハルト・バーレンベルク、ゲアハルト・ハルト他 名編『人間の地理学：
ディートリッヒ・バーテルス追悼文集』、バーレンベルクとハルト両教授の
序論に続き、全体を、（1）メタセオリーと地理学の歴史、（）空間と地理
学、（）モデルと方法、（）空間整備と地域格差研究、の 分野に区分して、
延べ 人の追悼論文を収録したもの】
（）ギーセン大学（ギーセン市）地理学紀要より：
“GIESSENER GEOGRAPHISCHE SCHRIFTEN”
 Hrsg.vom Geogr.Inst.der Justus Liebig-Universitaet Giessen
27
Heft : Guenter Mertins:Die Kulturlandschaft des westlichen Ruhrgebiets 
（Muelheim – Oberhausen – Dinslaken）, Giessen 1,  S.
【ギュンター・メルティンス著『ルール地帯西部（ミュルハイム・オーバー
ハウゼン・ディンスラーケン）における人文地域景観』】
Heft : Festkolloquium : 100 Jahre Geographie in Giessen, Giessen 1, 
1 S. 
【『記念コロキウム：　ギーセン大学における地理学の百年』、1年、
ギーセン大学に非正規ではあるが最初の地理学講座が設置されて以来百年
の歴史を記念して行われた、ウーリヒ（H. Uhlig）, ラウテンザッハ（H. 
Lautensach）、マンスハルト（Walther Manshard）等の諸教授の講演を収録】
Heft : Werner Roell:Die kulturlandschaftliche Entwicklung des Fuldaer 
Landes seit der Fruehneuzeit,  Giessen 1, 1 S.
【ヴェルナー・ロェル著『フルダ地方の初期近世以来の人文景観的発展』】
Heft 1: Karl Engelhard: Die Entwicklung der Kulturlandschaft des 
noerdlichen Waldeck seit dem spaeten Mittelalter, Giessen 1,  S.
【カール・エンゲルハルト著 『北ヴァルデック地方における中世後期以降の
地域景観の発展』】
Heft 1：Johannes Kuechler： Penang：Kulturlandschafts-wandel und 
ethnisch-soziale  Struktur  einer  Insel Malaysias, Giessen 1, 1 S.
【ヨハネス▶キュヒラー著『ペナン：マレーシアの一島嶼における人文地域
景観的変貌と民族・社会的構造』】
Heft 1： Volker Seifert: Sozial- und wirtschafts-geo-graphische Struktur- 
und Funktions- untersuchungen im Landkreis Giessen – unter besonderer 
Beruecksichtigung regionalplanerischer Gesichtspunkte, Giessen 1968, 208 S.
【フォルカー・ザイフェルト著『ギーセン農村郡における社会・経済地理学
3
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的構造と機能の研究 ―特に地域計画的な観点を考慮して―』】
Heft 1: Guenter Mertins:Die Bananenzone von Santa Marta, 
Nordkolombien –Probleme ihrer Wirtschaftsstruktur und Moeglich-keiten 
der Agrarplanung, Giessen 1969, 145 S. 
【ギュンター・メルティンス著『北部コロンビアのバナナ地帯―その経済構
造と農業計画の可能性―』】
Heft 1： Ludwig Schaetzl： Raeumliche Industrialisierungsprozesse 
in Nigeria ― industriegeographische Analyse eines tropischen 
Entwicklungslandes―, Giessener Geographische Schriften, Heft 1
（Sonderheft ）, hrsg.vom Geographischen Institut der Justus Liebig-
Universitaet Giessen, 1, 1 S.（Habilitationsschrift）　
【ルードヴィッヒ・シェーツル著『ナイジェリアにおける工業化の空間的諸
過程―ある熱帯発展途上国の工業地理学的分析―』（教授資格論文）】
（） フランクフルト・アム・マイン大学（フランクフルト /マイン市）
地理学紀要
（-a） “RHEIN-MAINISCHE FORSCHUNGEN”  
【『ライン・マイン地域研究』シリ～ズより
Heft  1: Karl Ruppert: Die Leistung des Menschen zur Erhaltung 
der Kulturboeden im Weinbaugebiet des suedlichen Rheinhessens ―　
Untersuchungen ueber die Bodenzerstoerung im Rhein-Main-Gebiet II, 
Frankfurt am Main 1,  S.
［カール・ルッペルト著『ライン・ヘッセン地方南部のブドウ栽培地域の耕
作土壌の維持保全のために人間が行ってきた貢献―ライン・マイン地域の
土壌侵食調査報告、第Ⅱ号』］
29
Heft : Herbert Jaekel: Ackerbuerger und Ausmaerker　in Alsfeld/ 
oberhessen ― Sozialgeographische Studie ueber die Entwicklung der 
Gemarkung einer Ackerbuergerstadt, Frankfurt am Main, 1, 87 S. 
【ヘルベルト・イェーケル著『オーバーヘッセン（フランクフルト /M市北
東部）のアルスフェルト市の農耕市民と市外からの入り作　―　ある農耕
市民都市の市域の土地利用発展に関する社会地理学的研究』】
Heft : Werner Fricke ｃ : Sozialfaktoren in der Agrarlandschaft des 
Limburger Beckens , Frankfurt am Main, 1959, 158 S.
【ヴェルナ ・ーフリッケ著『リンブルク盆地（フランクフルト /M市の北西部）
の耕作景観地域における社会的諸要因』】　
Heft : Ekkehard Meffert: Die Innovation ausgewaehlter Sonder- 
kulturen im Rhein-Mainische Raum in ihrer Beziehung zur Agrar- und 
Sozialstruktur, Frankfurt am Main 1, 1 S. + Kartenband
【エッケハルト・メッフェルト著『ライン・マイン地域の特定の園芸栽培に
おけるイノヴェーション　―　特にその農業構造・社会構造との関連とい
う側面を中心に―』、別巻の図表・地図集付属】
（-b） 「フランクフルト /マイン /大学経済社会地理学紀要」シリーズ
“ F R A N K F U R T E R  W I R T S C H A F T S -  U N D  S O Z I A L -
GEOGRAPHISCHE SCHRIFTEN“ より
Heft 1: Ekkehard Meffert: Das Sonderkulturgebiet  Griesheim bei 
Darmstadt –Historische Entwicklung und heutige Probleme agrarischer 
Umweltgestaltung im stadtnahen Bereich, Frankfurt/Main 1,  S.
【エッケハルト・メッフェルト著『ダルムシュタット近郊の特殊園芸産地グ
リースハイム―その歴史的発展と都市近郊なるが故の農業環境形成の今日
的諸問題―』】
3
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（）「ヴュルツブルグ大学（ヴュルツブルク市）地理学紀要」： 
“WUERZBURGER GEOGRAPHISCHE　ARBEITEN“  シリーズ
Heft : Hubert Koerber: Morphologie von Waldeck und Ostsauerland –Der 
Nordostrand des Rheinischen Schiefergebirges –, Wuerzburg 1,1 
S.　
【フーベルト・ケルバー著『（ヘッセン州北西部）ヴァルデック地方と（こ
れに接続するヴェストファーレン南東部の）東ザウアーランド地方―ライ
ン頁岩山地の北東縁辺地域―の地形学（地形発達史）』】
Heft /: Beitraege zur Geographie Frankens. Festschrift zum 31. 
Deutschen Geographentag in Wuerzburg 29.Juli bis 3.August 1957. 
Wuerzburg 1,  S.
【『フランケン地域の地理学への貢献―ヴュルツブルクにおける第 1回ドイ
ツ地理学者大会（1年 － 月）のための記念出版として―』と題して、
この地域の研究者による下記の 論文が収録されている。　
（1）ビューデル（Julius Buedel）:フランケン地方の気候地形学の基盤　
（） メンシング（Horst Mensching）：レーン高地（Hohen Rhoen）地形学（）
ゲアリング（Walter Gerling）：フランケン南部のキルㇶハイム周辺に
おける自然石採取と加工産業
（）イェーガー（Helmut Jaeger）：マイン川四角曲流地域の人文地理
（） ヴィルトマン（Alfred Wirthmann）：フランケン地域のザーレ川下流部
における果樹栽培の地理的基礎　
（） へロルド（Alfred Herold）：マイン川三角地域とシュタイガーヴァルト
地域の間における果樹栽培の地理的基礎、以上】
Heft : Helmut Jaeger: Entwicklungsperioden agrarer Siedlungsgebiete 
im mittleren Westdeutschland seit dem fruehen 13. Jahrhundert, Wuerzburg 
1958, 136 S.
【ヘルムート・イェーガー著『中部西ドイツにおける 1世紀初期以降の農
31
業集落地域の発展の諸段階』】
（） 「フライブルク大学（フライブルク /im Breisgau市）地
理学紀要」： 
„FREIBURGER GEOGRAPHISCHE HEFTE“ シリーズより
Heft 1: Peter Amtsfeld: Die Siedlungsgeographische Struktur von 
Gaeudoerfern im Endstadium einer extrem einseitigen agrarischen 
Entwicklung – （am beispiel von Haiffingen, Bondorf, Seebronn und 
Tailngen）, Freiburg i.Br., 1, 1 S.
【ペーター・アムツフェルト著：　『極端に一面的に農業的発展を遂げてき
たいわゆる「ゴイ村落」群の最終的段階における集落地理学的構造』】
Heft 1: Volker Albrecht: Der Einuss der deutsch-franzoesischen Grenze 
auf die Gestaltung der Kulturlandschaft im suedlichen Oberrheingebiet 
– Ein Beitrag zur quantitativen Analyse phisiognomisch fassbarer 
Kulturlandschaftselemente, Freiburg i.Br.,1974, 186 S. 
【フォルカー・アルプレヒト著『ライン川上流地域において独仏国境の存在
が人文地理的地域景観の形成に及ぼした影響―（相観学的に把握可能な諸
要因の定量分析のための一つの貢献として）―』】
（1） ハイデルベルク大学（ハイデルベルク市）「地理学紀要」
シリーズ
„HEIDELBERGER GEOGRAPHISCHE ARBEITEN“ より
Heft : Don E. Totten: Erdoel in Saudi-Arabien, Heidelberg 1, 1 S. 
【ドン・E.トッテン著『サウディ・アラビアの石油』、著者はサウディ・ア
ラビア東部の産油地域を対象に、アラブ・アメリカ合弁石油企業（通称ア
ラムコ）の調査部門の協力のもとに、同地域の政治・経済・社会構造を含
4
00- 論文（横書き）.indd   0 2017/03/01   17:10:
30
（）「ヴュルツブルグ大学（ヴュルツブルク市）地理学紀要」： 
“WUERZBURGER GEOGRAPHISCHE　ARBEITEN“  シリーズ
Heft : Hubert Koerber: Morphologie von Waldeck und Ostsauerland –Der 
Nordostrand des Rheinischen Schiefergebirges –, Wuerzburg 1,1 
S.　
【フーベルト・ケルバー著『（ヘッセン州北西部）ヴァルデック地方と（こ
れに接続するヴェストファーレン南東部の）東ザウアーランド地方―ライ
ン頁岩山地の北東縁辺地域―の地形学（地形発達史）』】
Heft /: Beitraege zur Geographie Frankens. Festschrift zum 31. 
Deutschen Geographentag in Wuerzburg 29.Juli bis 3.August 1957. 
Wuerzburg 1,  S.
【『フランケン地域の地理学への貢献―ヴュルツブルクにおける第 1回ドイ
ツ地理学者大会（1年 － 月）のための記念出版として―』と題して、
この地域の研究者による下記の 論文が収録されている。　
（1）ビューデル（Julius Buedel）:フランケン地方の気候地形学の基盤　
（） メンシング（Horst Mensching）：レーン高地（Hohen Rhoen）地形学（）
ゲアリング（Walter Gerling）：フランケン南部のキルㇶハイム周辺に
おける自然石採取と加工産業
（）イェーガー（Helmut Jaeger）：マイン川四角曲流地域の人文地理
（） ヴィルトマン（Alfred Wirthmann）：フランケン地域のザーレ川下流部
における果樹栽培の地理的基礎　
（） へロルド（Alfred Herold）：マイン川三角地域とシュタイガーヴァルト
地域の間における果樹栽培の地理的基礎、以上】
Heft : Helmut Jaeger: Entwicklungsperioden agrarer Siedlungsgebiete 
im mittleren Westdeutschland seit dem fruehen 13. Jahrhundert, Wuerzburg 
1958, 136 S.
【ヘルムート・イェーガー著『中部西ドイツにおける 1世紀初期以降の農
31
業集落地域の発展の諸段階』】
（） 「フライブルク大学（フライブルク /im Breisgau市）地
理学紀要」： 
„FREIBURGER GEOGRAPHISCHE HEFTE“ シリーズより
Heft 1: Peter Amtsfeld: Die Siedlungsgeographische Struktur von 
Gaeudoerfern im Endstadium einer extrem einseitigen agrarischen 
Entwicklung – （am beispiel von Haiffingen, Bondorf, Seebronn und 
Tailngen）, Freiburg i.Br., 1, 1 S.
【ペーター・アムツフェルト著：　『極端に一面的に農業的発展を遂げてき
たいわゆる「ゴイ村落」群の最終的段階における集落地理学的構造』】
Heft 1: Volker Albrecht: Der Einuss der deutsch-franzoesischen Grenze 
auf die Gestaltung der Kulturlandschaft im suedlichen Oberrheingebiet 
– Ein Beitrag zur quantitativen Analyse phisiognomisch fassbarer 
Kulturlandschaftselemente, Freiburg i.Br.,1974, 186 S. 
【フォルカー・アルプレヒト著『ライン川上流地域において独仏国境の存在
が人文地理的地域景観の形成に及ぼした影響―（相観学的に把握可能な諸
要因の定量分析のための一つの貢献として）―』】
（1） ハイデルベルク大学（ハイデルベルク市）「地理学紀要」
シリーズ
„HEIDELBERGER GEOGRAPHISCHE ARBEITEN“ より
Heft : Don E. Totten: Erdoel in Saudi-Arabien, Heidelberg 1, 1 S. 
【ドン・E.トッテン著『サウディ・アラビアの石油』、著者はサウディ・ア
ラビア東部の産油地域を対象に、アラブ・アメリカ合弁石油企業（通称ア
ラムコ）の調査部門の協力のもとに、同地域の政治・経済・社会構造を含
4
00- 論文（横書き）.indd   1 2017/03/01   17:10:
32
む現地に密着した調査を行い、総括的な成果をまとめあげた】
（11） インスブルック大学（オーストリア国）「アルペン学研
究」シリーズより  
“ALPENKUNDLICHE STUDIEN“  （Veroeffentl ichungen der 
Universitaet Innsbruck）
【オーストリア西部のティロール地方の中心都市インスブルックにある大学
の地理学紀要で、『アルペン学研究紀要』と名付けられたシリーズ】
Bd.III（Veroeff. Nr.）: Peter Meusburger: 
Die Vorarlberger Grenz-gaenger,  Innsbruck 1, 1 S.
【ペーター・モイスブルガー著：『（オーストリア国西端部の）フォーラール
ベルク地域における国境を越える通勤労働者たち』、チロール地方の西端部、
ボーデン湖の南にあって、ドイツ・スイス両国と境を接するこの地方は、レー
ス織等伝統的地場産業の産地として知られているが、地元出身の著者が詳
細な実態調査に基づき、社会経済地理的視点からこの地域の労働市場につ
いての特徴的な動向の分析を行った成果である。なお著者はその後、東欧
地域における就業動向についても成果をあげ、ハイデルベルク大学から招
聘され、その地理学担当教授に就任している】 
（1）ケルン大学（ケルン市）「地理学紀要」シリーズ :
“KOELNER GEOGRAPHISCHE ARBEITEN“ より
Heft 1: Reinhart Zschocke: Siedlung und Flur der Koelner Ackerebene 
zwischen Rhein und Ville – in ihrer neuzeitlichen Entwicklung mit einem 
Vorschlag zur Flurformenterminologie, Koeln 1, 11 S.
【ラインハルト・チョッケ著『ライン川と「ヴィレ（この地方における段丘
崖斜面の名称）」に挟まれたケルン平坦農地地区における集落と農圃―その
近代における発展と圃場形態の呼称分類法についての提案―』】 
33
（1） キール大学（キール市）「地理学紀要」：”SCHRIFTEN DES 
GEOGRAPHISCHEN INSTITUTS DER UNIV.KIEL“ よ
り
Band XVII̶Heft : Hans Hannesen: Die Agrarlandschaft der Schleswig- 
Holsteinischen Geest und ihre neuzeitliche Entwicklung, Kiel 1, 1 S. 
【ハンス・ハンネーゼン著：『シュレスヴィッヒ・ホルシュタイン地方の「ゲー
スト（氷河造成の砂丘地帯の通称）」の農業景観と近代におけるその発展』 】
Band XXVI̶Heft 1: Hans Werner Besch: Geographische Aspekte bei der 
Einfuehrung von Dorfgemeinschaftsschulen in Schleswig-Holstein, Kiel 
1,  S. 【ハンス　ヴェルナー・ベッシュ著『シュレスヴィッㇶ・ホ
ルシュタイン州における村落群協同学校制度導入に際して地理学的観点か
ら見た諸問題』、1世紀以降の学校教育史を概観したうえで、州内各郡
（Kreis）での学校統合過程を社会経済地理的視点から考察し、協同学校制の
特質と問題点を指摘している】
Band 1: Winfried F. Killisch und Harald Thoms: Zum Gegenstand einer 
interdisziplinaeren Sozialraumbeziehungsforschung, Kiel 1,  S.　
【ヴィンフリート・キリッシュ / ハラルト・トムズ共著『社会空間関係研究
の対象について』、北ドイツの地域研究を手掛けてきた著者らが、地理学と
社会諸科学との結合に関心を持ち、社会地理学の研究対象となる「社会空間」
概念について討議し、ラッツェルからボーベク、ハルトケに至る先学の諸
説を検討の末、社会空間関係説に至った試論】
Band （Textband und Kartenteil） Eckart Dege:Entwicklungs-
disparitaeten der Agrarregionen  Suedkoreas, Kiel 1982, 332 S.
エッカート・デーゲ著『朝鮮南部（＝韓国）における農業地域発展の不均
等性』　著者はボン大学でライン川中流域のブドウ地帯の調査で学位を得た
が、キール大学に移ってから研究対象を韓国に広げ、独地理学界では珍し
く韓国の農業地理について本格的な成果を教授資格論文として発表したも
4
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（1） キール大学（キール市）「地理学紀要」：”SCHRIFTEN DES 
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のである】
Band 1: Dietrich Bartels: Lebensraum  Norddeutschland, mit Beitraegen 
von Ulf Hahne , Axel Priebs und Christiane Schneider, Kiel 1, 1 S. 
【ディー トリッヒ・バーテルス著『生活空間としての北ドイツ・他にウルフ・ハーネ、
アクセル・プリ ブース、クリスティアーネ・シュナイダーの三人の論文寄稿を収録』、
　著者ディ トーリッヒ・バーテルス（11―1）は、生前ドイツ地理学界
における若手の理論家として将来を嘱望されていたのだが、惜しくも 歳
の若さで世を去った。その晩年に当たる 1―1年の最後の 11年間
はキール大学教授として多くの弟子を育てたようである。本巻はその成果
の一つで、「生活空間」の概念を具体的に検証した論文である】
（1） エアランゲン大学（エアランゲン市） 
ERLANGER GEOGRAPHISCHE ARBEITEN
（エアランゲン大学地理学紀要）
Heft 1: Eugen Wirth: In vino veritas? Weinwirtschaft, Wein-werbung und 
Weinwirklichkeit aus der Sicht eines Geographen, Erlangen 1,  S. 
【オイゲン・ヴィルト著『真実のワイン？　一地理学者の視点から見たワイ
ンの経済、ワインの宣伝広告、そしてワインの実態』】
（1）ミュンヘン大学（ミュンヘン市）
（1-a） MUENCHNER GEOGRAPHISCHE HEFTE“  
「ミュンヘン大学地理学紀要「シリーズより
Heft : Heinz Ziegler: Die Beschaeftigten-Einzugsbereiche der 
Grossbetriebe in Muenchen （Materialien zur Stadt- geographie I), 
Regensburg 1, 1 S.
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【ハインツ・ツィーグラー著：　『ミュンヘンにおける大企業従業者の通勤
範囲について』、　著者は同市所在の 大企業を選び、従業員居住地その他
のデータをメッシュ地図上で区分し、諸要因を組み合わせた各種方程式に
より傾向分析を進め、大企業通勤者分布が同市の都市地理学的構造形成に
与えた影響を究明している】
（1-b）MUENCHNER STUDIEN ZUR SOZIAL UND WIRTSCHAFTS- 
GEOGRAPHIE 「ミュンヘン社会・経済地理学研究紀要」A判シリーズ」
【ミュンヘン大学及びミュンヘン工科大学には、古くからそれぞれ地理学の
教室が存在するが、戦後その経済地理学部門が経済学部に移って独立する
ことになり、1年代中頃 Karl Ruppert氏を担当教授として迎え、本格
的に設立され活動を開始した。本シリーズはこの研究室の研究紀要として
Aの大判シリーズとして刊行されている。本シリーズの最初の数冊は既に
図書館へ納入済みのはずなので、ここでは未納入の第 1巻以降の分のみを
対象とする。なおこの研究室の 1年当時までの設立と活動状況につい
ては、リストの最後に付加した広報用小冊子（Berichte）に詳しい】
Band 1: Margret Szymanski: Wohnstandorte am noerdlichen Stadtrand 
von Muenchen ―Sozialgeographische Planungs-  grundlage―,Kallmuenz/
Regensburg 1, 1 S.+XIX
【マーグレット・シマンスキ著『ミュンヘン市の北縁における住宅立地―　
都市計画の社会地理学的基盤―』】
Band 1: Gerhard Thuerauf: Industriestandorte in der Region Muenchen 
―Geographische Aspekte des Wandels industrieller Strukturen, Kallmuenz/
Regensburg 1, 1 S. +,XXIII
【ゲアハルト・テュアラウフ著『ミュンヘン地域における工業立地―産業構
造変動の地理学的諸側面―』】
Band 1: Industrialisierung und Urbanizierung in sozialistischen Staaten 
Suedosteuropas, Kallmuenz/Regensburg 11, 1 S. 
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【『東南ヨーロッパの社会主義諸国における工業化と都市化』ミュンヘン大
学はその位置の関係もあって、近接の東南欧諸国の大学と関係が深く、研
究者間の交流も盛んなようである。本巻は 1年と 年にミュンヘン
近郊で開催された本テーマを主題とするシンポジウムの成果で、最初にホ
スト役であるルッペルト教授の東南欧における工業化・都市化の空間的構
造とプロセスの共通モデルに関する問題提起を受けたのち、ソフィア地区、
スロヴェニア、ユーゴスラヴィア［当時］、ハンガリー、並びにブダペスト
地区等の実態報告が収録されている】
Band : Karl Ruppert （Zusammengestellt von）: Beitraege zur 
Landeskunde Jugoslawiens, Kallmuenz/Regensburg 1983, 230 S
【カール・ルッペルト総編集『ユーゴスラヴィア地誌研究のための論文集』
Berichte zur Regionalforschung, hrsg.vom Wirtschaftsgeographischen 
Institut（WGI） der Univ. Muenchen, . Taetigkeitsbericht 11 – 1, 
Muenchen 1,  S. 【ミュンヘン大学経済学部所属の経済地理学研究室
の設立の歴史的経過と 1年代前半期におけるスタッフの研究と教育活
動の概要についてまとめた報告書】
（1） マールブルク大学（マールブルク市）「地理学紀要」シ
リーズより
„MARBURGER GEOGRAPHISCHE SCHRIFTEN“
Heft : Helmut Nuhn: Industrie im Hessischen Hinterland – 
Entwicklung, Standortproblem und Auswirkungen der juengsten 
Industrialisierung im laendlichen Mittelgebirgs- raum, Marburg 1,  
S.
【ヘルムート・ヌーン著『ヘッセン地方後背地における近代工業―ドイツ中
部山地の山間農村地域における最近の工業化の発展・立地問題とその影響』、 
ヘッセン州北部、マールブルク市西北方の山間地域を対象に、中世期以来
37
の鉱物採掘、羊毛・亜麻等の繊維、木炭等の初期伝統産業に続いて、1世
紀前半には水力利用の鉄工業が川沿いに普及し始め、さらに後半には鋳物
工業の拡大、さらに 世紀に入って鉄加工業の本格的展開が見られた。他
方農林業においても作目変動、経営規模別階層分化等ある程度の変動が見
られるが、村落共同体的な伝統はかなり生き残っている。】
Heft : Eckhard Thomale: Sozialgeographie―Eine disziplin-geschicht-
liche Untersuchung zur Entwicklung der Anthropo-geographie, Marburg/
Lahn 1,  S. + S.
【エックハルト・トマーレ著『社会地理学―　人類地理学の発展のためにそ
の一つの専門分野としての歴史を探究する』】 
（1） シュトゥットガルト大学（シュトゥットガルト市）「地理学紀
要」シリーズ „STUTTGARTER GEOGRAPHISCHE 
STUDIEN“
Band : Gerhard Lindauer: Beitraege zur Erfassung der Verstaedterung 
in laendlichen Raeumen – Mit Beispielen aus dem Kochertal, Stuttgart 
1,  S.
【ゲアハルト・リンダウアー著『農村地域の都市化を把握するための寄与－（ホー
エンローエ地方の）コッヒャー川渓谷の事例から―』、事例の 集落につい
て都市化関連指標としての、交通、建築物構成、中心地機能、特徴的景観、
人口職業構成等のデータを組み合わせた総合指標を導き出している】
Band : Urlich Mueller / Jochen Neidhardt: Einkaufsort-Orientierungen 
als Kriterium fuer die Bestimmung von Groessenordnung und Struktur 
kommunaler Funktions-bereiche,  Stuttgart 1, 11 S.
【ウルリッㇶ・ミュラー /　ヨッヒェン・ナイトハルト共著：　『 自治体機能
範囲の規模秩序と構造を規定するための判定基準としての物資購入先指向
について』】
4
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（1） （旧東独）ライプツィヒ大学附置のドイツ国際地誌研究所
出版物
„Wissenschaftliche Veroeffentlichungen des Deutschen Instituts fuer 
Laenderkunde（Leipzig）“
Band Neue Folge 1/, VEB Verlag Enzyklopaedie / Leipzig 1, 
Textband  S., Kartenbeilagen 1 Beilagen.
【ライプツィヒ国際地誌研究所編『研究紀要』[新版第 1/号 ]
この研究所はドイツ東部の伝統的都市ライプツィヒの、ゲーテもここで
学んだという由緒ある大学に附置されている、戦前から有名なドイツを代
表する地誌学の研究所で、国内の地誌を研究する Landeskundeに対して、
世界を対象に国際的規模で研究するセンターとして知られてきた。しかし
戦後は東独領に入っていたので自由な交流が困難であったが、11年の
統一後は、再び活発な国際的活動を開始しているようである。東独（DDR）
時代出版の本巻には、下記 論文が収録されている。 
1） Hans Richter（Leipzig）: エルツ山地前縁部の第三紀における地形発達
） Karl Herz（Dresden）:　1・1世紀中部ザクセンの農地利用と生産
力
） Ernst Kaiser（Hildburghausen）:　豪州・ニュージーランドの自然保護
） Dietrich Zuehlke（Dresden）:　エルツ山地東部の都市的集落 
） Erwin Hartsch（Dresden）: ザクセン・スイス地方における観光業
）  Josef Huersky（Prag）　保養地としてのボヘミア・スイス―比較構成試
論―
付録の地図巻には、以上 論文の付図 1葉が収められている。
（1）ザールラント大学地理学紀要 Univ.des Saarlandes
„ARBEITEN AUS DEM GEOGRAPHISCHEN INSTITUT“ der 
Universitaet des Saarlandes
39
Band V: Christoph Borcherdt: Fruchtfolgesysteme und Markt-orientierung 
als gestaltende Kraefte der Agrarlandschaft in Bayern, Saarbruecken 
1,  S.
【クリストフ・ボルヒェルト著『バイエルン州における農業景観の形成営力
としての作付順序システムと市場指向性』】
（）スイス国 / バーゼル大学（Basel/ Schweiz）
“BASLER BEITRAEGE ZUR GEOGRAPHIE”
【バーゼル大学地理学紀要シリーズ】
Heft 11: Werner A. Gallusser: Struktur und Entwicklung laendlicher 
Raeume der Nordwestschweiz—aktualgeographische Analyse im Zeitraum 
1955—1968, Basel 1,  S.
【ヴェルナー・ガルーサー著『北西スイス農村地域における構造と発展―　
その 1～ 1年の時期における実態の地理学的分析―』】
Heft : Dusan Simko: Hong Kong – Strassenverkaeufer und die 
Versorgung der Arbeiterfamilien von Kowloon（Hong Kong） im Umfeld 
der staatlichen Planungspolitik, Basel 1, 1 S.
【デュサン・シムコ著『香港―九龍地区における市街地の露天商人たちと政
府の都市計画政策の周辺にある労働者家族の消費生活―』、著者は元来スロ
ヴァキアからスイスへの移住者であるが、香港調査ののち日本にも関心を
広げ、1年来日し、東京下町の調査を行ったが、そのまとめは未了に
終わっている】　
Heft : Kurt Wasmer-Ramer: Studien ueber die Agrarlandschaft beidseits 
der deutsch-franzoesischen Sprachgrenze im Nord-schweizer Jura, Basel 
1,  S.　
【クルト・ヴァスマーラマー著『スイス北部ユラ山地にある独語・仏語言語
地帯境界線の両側にみられる農業景観の相違に関する研究』】
4
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Heft : Justin Winkler: Die Landwirtschaftsgueter der Christoph Merian 
Stiftung Basel---Darstellung des raumbezogenen Handelns  und der re-
gionalen Funktion einer gemeinnuetzigen staedtischen Institution, Basel 
1,  S.
【ユスティン・ヴィンクラー著『バーゼルのクリストフ・メリアン財団（CMS）
経営の農園（グーツ）群―ある都市的共同利用施設が行ってきた空間に
関連した行動と、それがこの地域で果たしてきた機能に関する説明』 この
「CMS財団」とは、同名の大土地所有者が 1年にバーゼル市街地の近
傍で相続・開設した巨大農園であったが、その後の百年間の発展と変遷の
過程において行ってきた所有地の拡大、農業以外に保養・スポーツ施設・
交通施設、その他の都市的諸施設等の空間的活動を詳細に跡付け、それが
中心都市と周辺地域の発展に果たしてきた機能を明らかにしたものである。
なお、この [Heft ] で取り扱われている「グーツ（Gut,複数Gueter）」
とは、耳慣れない用語であるが、これはヨーロッパ各地に散在する伝統的
存在の一つで、狩猟場用山林等をも含む巨大土地所有者の、支配人と住み
込み労働者等による直営農場のことで、現代西ドイツにも各地に散在して
いるが、日本ではほとんど実在しない現象なので適当な訳語がないし、実
状推測も困難である。この点、1年代に筆者が西北ドイツ農村で行った
「グーツ経営」の前歴を追跡した実態調査結果が参考になるかもしれないの
で、参照されたい。
［参考文献］　石井素介著『西ドイツ農村の構造変化』（大明堂 1年）、
特にその第 章を参照】
あとがき：
このリスト作成作業の途中で、筆者は入退院の繰り返しを余儀なくされる
状態となり、本シリーズ納入の手続きが予定より遅れてしまった。
リスト記述の順序も説明内容も不十分なままの、取りあえずのまとめに過
ぎないのであるが、これらの文献資料が 1日も早く明治大学の図書館に収
まって、多少ともこれらの分野に関心のある研究者の文献検索のお役に立つ
41
ようになれば、というのが本稿の筆者としての願いである。
本稿の作成に当たっては、関係の方々から多大の援助を受けた。
また本文の初校、追加、仕上げの作業では、家族の石井悦子 (長女 )、石
井育子 (次女 )等の協力と応援を得た。
ここに改めて深甚な謝意を表したい。
なお、ドイツ語の表記に特有の特殊文字についっては、次のように書き
換えて表現してあるので読み替えられたい :
（ aウムラウト）　⇒　ae
（ o ウムラウト）　⇒　oe
（ uウムラウト）　⇒　ue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1年 月 日）
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